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町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
令
和
７
年
の

新
春
を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

町
民
の
皆
さ
ま
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

令
和
７
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
町
議
会
を
代
表
し
て

謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

町長　渡辺　俊一

議長　髙橋　秀樹

　
昨
年
は
、
震
度
７
を
観
測
し
た
能
登
半
島

地
震
や
羽
田
空
港
で
の
航
空
機
衝
突
事
故
が

発
生
し
た
ほ
か
、
20
年
ぶ
り
と
な
る
新
紙
幣

の
発
行
な
ど
、
日
本
全
体
で
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
が
起
き
た
１
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
町
で
は
、
大
雨
に
よ
り
町
道
等
の
路
盤

が
一
部
崩
壊
す
る
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
が
、
幸
い
に
も
大
き
な
災
害
は
な
く
、

比
較
的
平
穏
な
年
で
あ
り
ま
し
た
。
町
政
全

般
に
お
い
て
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、

関
係
者
各
位
の
温
か
い
ご
支
援
の
下
、
順
調

に
推
移
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
心
か
ら
深
く
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
本
町
の
基
幹
産
業
の
農
業
で
は
、

天
候
に
も
恵
ま
れ
素
晴
ら
し
い
豊
穣
の
秋
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
燃
油
や
飼

料
・
肥
料
な
ど
の
生
産
資
材
価
格
の
高
止
ま

り
に
よ
り
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
面
で
は
、
小

中
高
生
が
全
道
・
全
国
大
会
に
出
場
し
、
優

秀
な
成
績
を
収
め
る
な
ど
、
明
る
い
話
題
も

あ
り
ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日

頃
か
ら
議
会
に
対
し
、
温
か
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
に

移
行
し
二
度
目
の
新
年
を
迎
え
、
コ
ロ
ナ
禍

で
抑
制
さ
れ
た
日
常
が
や
っ
と
以
前
の
姿
を

取
り
戻
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
こ
こ
数
年
本
町
の
人
口
減
少

の
勢
い
が
大
変
強
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
高
齢
化
へ
の
対
応
と
し
て
「
医

療
と
介
護
、
保
健
、
福
祉
の
連
携
シ
ス
テ
ム
」

を
構
築
、
ま
た
少
子
化
へ
の
対
応
と
し
て
、

出
産
・
子
育
て
支
援
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
、
学
校
給
食
費
無
償
化
の
実
施
、
公
設
民

営
塾
の
運
営
、
足
寄
高
校
存
続
支
援
な
ど
、

各
種
対
策
を
打
ち
出
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
一
連
の
取
り
組
み
は
効
果
を
上
げ

て
い
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
人
口
減
少
の

カ
ー
ブ
が
緩
や
か
な
曲
線
か
ら
深
い
角
度
へ

と
変
貌
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
出
生
数
は
、

令
和
４
年
度
35
人
、
５
年
度
20
人
、
６
年
度

10
月
末
で
７
人
と
極
端
に
減
少
し
、
こ
れ
に

死
亡
者
を
合
わ
せ
た
自
然
減
、
転
出
超
過
に

　
ま
た
、
町
の
施
策
と
し
て
、
令
和
７
年
の

供
用
開
始
を
目
指
し
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
建
て
替
え
工
事
に
着
手
し
た
ほ
か
、
子

育
て
支
援
策
や
足
寄
高
校
の
存
続
支
援
等
を

引
き
続
き
実
施
す
る
な
ど
、
町
民
の
皆
さ
ま

が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
地
方
の
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
く
も
の
と
予
想

さ
れ
ま
す
が
、
先
般
議
会
に
お
い
て
可
決
さ

れ
た
令
和
７
年
度
か
ら
令
和
16
年
度
ま
で
の

10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
第

７
次
総
合
計
画
」
が
本
年
４
月
よ
り
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
今
後
は
「
第
７
次
総
合
計
画
」

を
着
実
に
推
進
し
、「
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る　
豊
か
で
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち　
あ

し
ょ
ろ
」
の
実
現
に
向
け
、
全
力
で
町
政
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆

さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
新
し
い
年
が
町
民
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
幸
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

ご
祈
念
を
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

よ
る
社
会
減
が
加
わ
り
、
昨
年
８
月
末
よ
り

人
口
６
千
人
を
下
回
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま

す
。
人
口
減
少
の
弊
害
と
深
刻
化
に
対
し
、

議
会
と
し
て
も
減
少
を
少
し
で
も
緩
や
か
に

さ
せ
る
べ
く
、
町
へ
の
政
策
提
言
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。　

　
一
方
、
議
会
の
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

昨
年
は
町
商
工
会
青
年
部
、
町
農
業
協
同
組

合
役
員
と
個
別
の
懇
談
会
を
開
催
、
各
団
体

が
直
面
す
る
課
題
を
お
聞
き
し
、
情
報
共
有

を
図
り
ま
し
た
。
今
後
の
議
会
活
動
に
反
映

さ
せ
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
他
団
体
と
の

懇
談
を
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
町
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

Ｄ
Ｘ
で
は
、
議
会
も
同
時
進
行
で
推
し
進
め

る
た
め
、
管
内
先
進
地
視
察
を
実
施
し
ま
し

た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
、
紙
媒
体
の
議

案
を
徐
々
に
減
ら
し
て
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を

図
る
べ
く
、
今
後
も
取
り
組
み
を
継
続
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
明
る

い
未
来
と
希
望
に
満
ち
た
一
年
で
あ
り
ま
す

こ
と
を
祈
念
し
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

会計名 足寄町の比率 経営健全化基準

上 水 道 事 業 会 計 ―

　２０. ００％
国民健康保険病院事業会計 ―

簡 易 水 道 特 別 会 計 ―

公共下水道事業特別会計 ―

公 表

令
和
５
年
度
足
寄
町
の

健
全
化
判
断
比
率
等
に
つ
い
て

　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、

地
方
公
共
団
体
は
毎
年
度
、
健
全

化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
を

監
査
委
員
の
審
査
を
受
け
た
後
に

議
会
へ
報
告
し
、
住
民
に
公
表
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
地
方
公
共
団
体
は
、
健
全
化
判

断
比
率
に
よ
り
「
健
全
段
階
」「
早

期
健
全
化
段
階
」「
財
政
再
生
段
階
」

の
３
段
階
に
区
分
さ
れ
ま
す
。
早

期
健
全
化
段
階
、
財
政
再
生
段
階

に
な
っ
た
場
合
に
は
財
政
健
全
化

計
画
等
を
定
め
、
計
画
に
従
っ
て

健
全
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
公
営
企
業
会
計
の

資
金
不
足
比
率
が
経
営
健
全
化
基

準
を
超
え
た
場
合
に
は
、
経
営
健

全
化
計
画
を
定
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

健
全
化
判
断
比
率

　
健
全
化
判
断
比
率
に
は
、
次
の

四
つ
の
指
標
が
あ
り
ま
す
。

・
実
質
赤
字
比
率

　
地
方
公
共
団
体
の
一
般
会
計
等

の
赤
字
の
程
度
を
指
標
化
し
、

財
政
運
営
の
深
刻
度
を
示
し
て

い
ま
す
。

・
連
結
実
質
赤
字
比
率

　
全
て
の
会
計
の
赤
字
や
黒
字
を

合
算
し
て
地
方
公
共
団
体
全
体

と
し
て
の
赤
字
の
程
度
を
指
標

化
し
、
地
方
公
共
団
体
全
体
と

し
て
の
運
営
の
深
刻
度
を
示
し

て
い
ま
す
。

・
実
質
公
債
費
比
率

　
借
入
金
の
返
済
額
お
よ
び
こ
れ

に
準
じ
る
額
の
大
き
さ
を
指
標

化
し
、
資
金
繰
り
の
危
険
度
を

示
し
て
い
ま
す
。

・
将
来
負
担
比
率

　
地
方
公
共
団
体
の
一
般
会
計
の

借
入
金
や
将
来
支
払
っ
て
い
く

可
能
性
の
あ
る
負
担
な
ど
、
現

時
点
で
の
残
高
の
程
度
を
指
標

化
し
、
将
来
財
政
を
圧
迫
す
る

可
能
性
が
高
い
か
ど
う
か
を
示

し
て
い
ま
す
。

資
金
不
足
比
率

　
公
営
企
業
会
計
の
資
金
不
足
を
、

料
金
収
入
等
と
比
較
し
て
指
標
化

し
、
経
営
状
況
の
深
刻
度
を
示
す

も
の
で
す
。

算
定
の
結
果

　
令
和
５
年
度
決
算
の
各
比
率
に

つ
い
て
は
、
表
の
通
り
で
す
。

　
早
期
健
全
化
基
準
お
よ
び
経
営

健
全
化
基
準
を
下
回
っ
て
い
る
た

め
、
健
全
段
階
と
な
っ
て
い
ま
す
。

詳　
細　
役
場
総
務
課
財
政
担
当

�

☎
28

－

３
８
５
１

健全化判断比率

資金不足比率

項　　　　　　　　目 足寄町の比率 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 ― 　１４. ５３％ ２０. ００％

連 結 実 質 赤 字 比 率 ― 　１９. ５３％ ３０. ００％

実 質 公 債 費 比 率 １１. ８％ 　２５. ００％ ３５. ００％

将 来 負 担 比 率 ― ３５０. ００％

※実質赤字比率と連結実質赤字比率は赤字額がなく、将来負担比率は該当がないため「―」
と表示しています。

※全ての会計で資金不足額がないため「―」と表示しています。

※総務省や北海道
のホームページ
で地方公共団体
財政健全化法関
係資料をご覧い
ただけます。
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税について理解を深める

　町農業再生協議会（会長：渡辺俊一町長）
が主催する新規就農者激励会が行われ、茂喜
登牛地区で令和５年８月に営農を開始した杉
原潔さんと妻の初美さん、同地区で令和５年９月
に営農を開始した渡部早也佳さんと夫の洋史さん
を激励しました。認定新規就農者は渡部さんで
23組となり、本年度１組が就農、１組が新規
就農を目指して研修しています。

新規就農者を激励

　まちづくりネットワーク会議（会長：丸山
勝由町商工会長）による講演会「高速ネット
ワークとまちづくりを考える」があしょろ銀
河ホール21で開催され、１３０人が参加しま
した。
　講演会では、高速道路の事業計画や全国の
道の駅を中心とした地域活性化の取り組み事
例などが紹介されました。

まちづくりを考える

　松山千春さんの故郷で松山さんの名曲を歌う「千
春のど自慢大会２０２４」があしょろ銀河ホ
ール21で行われました。今大会で６回目を迎
えた同イベントには、全国から抽選で選ばれ
た28組が出場しました。会場には、約４００
人の観客が集まり、この日のために練習を重
ねた出場者の歌声に聴き入りました。

千春さんの名曲を熱唱

11/1311/13

11/1311/13

左から大竹口左から大竹口ささんん、村岡、村岡ささんん、、
新吾正義十勝池田税務署長、中井校長新吾正義十勝池田税務署長、中井校長

11/1311/13

11/1611/16

　中学生の「税についての作文」の表彰状贈呈
が足寄中学校（中井哲校長）で行われました。
　同校の村岡頼さん（３年）が十勝池田地区納税
貯蓄組合連合会長賞、大竹口胡桃さん（３年）が
十勝池田税務署長賞を受賞しました。
　また、税の作文を通じて納税道義の高揚に寄
与したとして、足寄中学校に全国納税貯蓄組合
連合会から感謝状が贈られました。

町ホームページのあしょろルポでは、取材写真
を多数掲載しています。ぜひご覧ください。

第45回女性のつどい

在宅生活を支えるために
11/1911/19

　足寄町和牛生産改良組合の堀智幸組合長と
大原裕樹副組合長が、足寄小学校で５年生を
対象に食育授業として町内の和牛生産を取り
巻く状況と和牛生産への思いを話しました。
　また、大原さんが育てた和牛の肉を町に無償
提供し、この日の町内小中高校の給食にハン
バーグとして提供されました。児童らは「い
ただきます」と感謝して味わいました。

足寄の和牛について学ぶ

日ハム選手がやってきた

12/112/1

11/3011/3011/2911/29

　第45回足寄町女性のつどい（同実行委員会
主催）が町民センターで開催され、80人が参
加しました。本年度は、株式会社レバンガ北
海道の折茂武彦代表取締役社長を招いて、講
演会を開催しました。
　折茂さんは、プロバスケットボール選手から
経営者への道のりなどについて語り、参加者
らは熱心に聞き入りました。

　医療介護連携研修会が消防庁舎で開催され、
医療や福祉、介護等に従事する職員ら65人が
参加しました。研修会では、ＮＰＯ法人ママ
サポートえぷろんの佐藤貴浩社会福祉士から
障害福祉制度の概要などの説明を受けました。
またグループワークでは「本人が望む生活」
を中心にさまざまな支援について検討しまし
た。

　北海道日本ハムファイターズの山本拓実投
手と柳川大晟投手が北海道応援大使として足
寄小学校を訪れました。両選手は、児童らと
キャッチボールやゲームを通して交流しまし
た。児童からの「夢をかなえるためには」と
の質問に柳川投手は「諦めないことが大切」
と答えていました。最後に両選手から児童代
表にサイン色紙が手渡されました。

11/2711/27
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町児童館 「 あしょべーる 」 と学童保育所の利用児童の募集について

詳　細　役場福祉課子どもセンター　☎２５－２５７４

■町児童館「あしょべーる」（南６条２丁目）
対 象 者　�町内の小学生以下の児童が対象です。小学校就学前の児童については保護者等の同伴が

必要です。
利用方法　①自由来館：放課後、一度家に帰宅してから来館します。
　　　　　②ランドセル来館：スクールバスを利用して登校している児童を対象に、学校から直接
　　　　　児童館へ来館できる制度です。
利用時間　①月～金曜日：午後１時から５時まで
　　　　　②土曜日：午前10時から正午まで
休 館 日　日・祝日、年末年始（12月29日～１月３日）
利用登録　毎年、お子さんの名前・連絡先などの登録が必要です。
　　　　　登録は、随時募集しています。
■学童保育所（町児童館「あしょべーる」内）
対 象 者　小学１年生～６年生（保護者の就労等が必須要件です）
利用時間　①学校登校日（月～金曜日）： 下校時から午後６時まで
　　　　　②土曜日： 午前８時から正午まで（要事前予約）
　　　　　③長期休業日・学校の振替休校日： 午前８時から午後６時まで
休 所 日　日・祝日、年末年始（12月29日～１月３日）
保 育 料　月額３， ５００円（平成27年度より保育料無償化事業実施につき実質無料）
募集期間　２月12日㈬まで
※各申請書類はあしょろ子どもセンターまたは児童館（学童保育所）で１月８日から配布します（町
ホームページにも掲載）。
※申請書類は、あしょろ子どもセンターまたは児童館まで提出してください。

衣類等回収ボックス （無料）を期間限定で設置します！

　１月６日から２月28日までの２カ月間、衣類等回収ボックス（無料）を期間限定で住民課窓口前
に設置します。
　衣類のリユースに向けた試験的な取り組みとなりますので、次の注意事項を確認の上、着ること
のなくなった衣類やかばん、帽子、毛布などがありましたら、気軽にお持ち込みください。

詳　細　役場住民課住民生活担当　☎２８－３８５８

＜回収対象品目＞
□衣類（下着、靴下を除く）　□ネクタイ　□かばん　□ハンカチ　□毛布　□タオルケット
□タオル　□スカーフ
※必ず洗濯したものをお持ち込みください。

～注意事項～
①リユース（再使用）の取り組みであるため、汚れているものやぬれているもの、穴が空いている
もの、破れているもの、ペットが使用したもの、臭いのするものは回収できません。
②次のものは回収できません。
　◆ビニール製品（雨衣等）◆靴下 ◆下着 ◆ストッキング ◆玄関マット ◆布切れ ◆電気毛布
　◆じゅうたん・カーペット ◆ペット用品 ◆ぬいぐるみ ◆枕 ◆クッション　等
③大量に持ち込む場合は、45Ｌのビニール袋に入れて担当までお持ちください。

児童館利用申請

学童利用申請

町国保病院より出前講座のお知らせ

Ashoro Information
　　　まちのお知らせと情報

あしょろ　インフォメーション

確定申告のお知らせ

申告受付期間　２月17日㈪～３月17日㈪の開庁日、午前９時～午後３時（正午～午後１時を除く）
申 告 会 場　役場会議室１
申告対象者　令和７年１月１日現在において町内に住所を有し、所得税、町・道民税、国民健康
保険税の申告が必要な方（不明な点がありましたらお問い合わせください）。
※医療費控除の明細書・各種収支内訳書の事前の作成をお願いします。
※「仕事をしていなかった」などの理由により無収入だった方でも、住民税申告を
する必要がありますので、その旨をご連絡ください。
■予約受付期間　２月３日㈪～３月13日㈭
※混雑緩和のため、申告受け付けは完全予約制とします。予約が埋まり次第、受け付けを終了しま
すのでお早めに申し込みください。
※希望日の２開庁日前までに予約をしていただきますようお願いします。
※受付期間終了後は、ｅ –Ｔａｘまたは税務署で申告をしてください。
■予約方法

予約フォーム

①予約フォームから申し込み
メールアドレスが必要となります。
予約フォームＵＲＬ
h t t p s : / / l o g o f o r m . j p / f o r m /

CUbK/782665

②必要事項を入力し、送信
　予約確定メールを受け取る。
※予約確定メールが予約票と
なります。

※インターネットの利用ができない場合は、役場住民課税務室までお電話いただき「確定申告の予
約をしたい」旨をお伝えください。電話での確定申告の予約・お問い合わせは平日午前８時35分
から午後５時まで受け付けしています。
■ｅ－Ｔａｘ（電子申告）国税庁ホームページをご利用ください
　国税庁ホームページでは、スマートフォンやパソコンなどから、所得税の確定申告書を作成し、
ｅ－Ｔａｘ（電子申告）等で提出することができますので、ぜひご自宅での申告書の作成・提出を
お願いします。詳しくは国税庁のホームページ（https://www.nta.go.jp）をご確認ください。

◎足寄町の国民健康保険加入者の方へ
　医療費のお知らせは、１月診療分から９月診療分までを送付しており、10～11月診療分について
は２月上旬に送付予定です。12月診療分については確定申告の期間終了後に発送予定のため、医療
機関からの領収書に基づき「医療費控除の明細書」を作成してください。
　医療費のお知らせについては、住民課保険担当（☎２８－３８５７）までご相談ください。
詳　細　役場住民課課税担当　☎２８－３８５９

詳細・申し込み先　町国民健康保険病院総務担当　☎２５－２１５５

　町国保病院では、町民の皆さんに信頼され、必要とされる病院づくりを目指しています。その取
り組みの一環として、町民向けに出前講座を実施しています。自治会や老人クラブ、各種サークル
などで、ぜひご活用ください。
参加人数　１回の講座につき、10人以上で申し込みください。
開催日等　月～金曜日（祝日等を除く）　午前10時～午後４時
※希望日程を調整しますので、お気軽にご相談ください。
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町地域おこし協力隊らが 「きょうりょくたいサロン」を開催します！

　町で活動する地域おこし協力隊および集落支援員が自己紹介や活動、仕事を町民の皆さんへ報告
したり、交流したりする「きょうりょくたいサロン」を開催します。
開催日時　２月14日㈮　午後６時～８時30分
開催場所　ＢＬＡＮＫ　ＨＡＲＤ　ＣＩＤＥＲ　ＷＯＲＫＳ（北１条２丁目）
参加資格　どなたでもＯＫ（入場無料）
開催内容　①各協力隊の活動を分かりやすく動画で紹介します。
　　　　　②各協力隊が活動を補足するトークセッションを行います。
　　　　　③カフェスペースで交流会を開催します。各協力隊が手掛けた商品
　　　　　　や作品を会場に展示します。
地域おこし協力隊　菅原耕さん、神本柊さん、小林望さん、尾西勇哉さん、井上恵子さん、
　　　　　　　　　佐藤昌実さん、瀬川雅陽さん、小澤玖里也さん、立花光仁さん
集落支援員　　　　神本英邦さん

20歳になった方には、国民年金加入のお知らせが届きます

　国民年金は、年をとったとき、病気や事故で障がいが残ったとき、家族の働き手が亡くなったと
きに、働いている世代みんなで支えようという考えで作られた仕組みです。
　20歳以上60歳未満の方は加入することが義務付けられています。

詳　細　帯広年金事務所　☎０１５５－２１－１５１１
　　　　役場住民課戸籍年金担当　☎２８－３８５６

　20歳になった方には、20歳になってから約２週間以内に日本年金機構から「国民年金加入のお知
らせ」（国民年金に加入しましたという旨のお知らせ）が送付されます。
　また「基礎年金番号通知書」が別途送付されます。「基礎年金番号通知書」は、保険料納付の確
認や将来年金を受け取る際に必要ですので、大切に保管してください。
※厚生年金または共済年金の加入者には、お知らせは送付されません。
※20歳になってから約２週間程度を経過してもお知らせが届かない場合は、国民年金の加入手続き
が必要なため、役場もしくはお近くの年金事務所で手続きしてください。
　次に該当する方は、国民年金第１号被保険者として加入する必要はありません。
・20歳直前で海外出国され「国民年金加入のお知らせ」が届いた方は、お近くの年金事務所へご連
絡ください。
・20歳になったときに、配偶者（厚生年金・共済年金に加入されている方）の扶養となっている方
は、配偶者の勤務先へ連絡し、国民年金第３号被保険者の手続きをしてください。

国民年金の加入について

・「学生納付特例制度」
　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の前年所得が一定額以下の場合、国民年金保険料
の納付が猶予される制度です。
・「納付猶予制度」　
　学生でない50歳未満の方で、本人および配偶者の前年所得が一定額以下の場合、国民年金保険料
の納付が猶予される制度です。
※平成28年６月以前の期間は、30歳未満であった期間が対象となります。

学生納付特例制度と納付猶予制度

詳　細　役場総務課企画調整担当　☎２８－３８５１

令
和
６
年
度
総
合
開
発
審
議
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た

　
町
で
は
、
地
域
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、
足
寄
町
総
合
開
発
審
議
会
（
丸

山
勝
由
会
長
）
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
11
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
審
議
会
で
は
、
町
長
の
諮

問
に
応
じ
、
足
寄
町
第
７
次
総
合
計
画
（
案
）
お
よ
び
第
７
次
総
合
計
画
実
施
計
画
（
前
期

５
カ
年
：
令
和
７
年
度
～
11
年
度
）
に
つ
い
て
審
議
し
た
結
果
、
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
第
７
次
総
合
計
画
（
案
）
と
実
施
計
画
の
審
議
に
関
連
し
て
発
言
の

あ
っ
た
各
専
門
部
会
か
ら
の
意
見
・
要
望
の
要
旨
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
い
た
だ
い
た
意
見
・
要
望
に
つ
い
て
は
、

審
議
会
で
承
認
さ
れ
た
実
施
計
画
と
併
せ
て
、

本
年
度
以
降
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

詳　
細　
役
場
総
務
課
企
画
調
整
担
当

�

☎
28

－

３
８
５
１

・
人
口
減
少
対
策
と
し
て
雇
用
の
場
を
確
保

す
る
た
め
、
積
極
的
な
企
業
誘
致
を
推
進

し
て
ほ
し
い
。

・
共
同
墓
地
建
設
に
向
け
た
調
査
・
検
討
を

進
め
て
ほ
し
い
。

・
他
業
種
の
連
携
や
兼
業
等
の
働
き
方
の
工

夫
に
よ
り
、
地
域
全
体
で
有
償
で
の
除
雪

体
制
づ
く
り
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

丸山会長（写真左）から渡辺町長
（写真右）への答申の様子

・
若
い
方
が
自
治
会
に
加
入
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
住
民
活
動
助
成

費
の
増
額
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

・
農
林
業
の
担
い
手
不
足
や
厳
し
い
情
勢
に

対
応
す
る
た
め
、
ス
マ
ー
ト
農
林
業
の
取

り
組
み
を
進
め
て
ほ
し
い
。

・
地
球
温
暖
化
を
起
因
と
し
た
干
ば
つ
等
に

よ
る
農
林
業
被
害
の
抑
制
の
た
め
、
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
を
推
進
し
て
ほ
し
い
。

・
高
齢
者
を
活
用
す
る
仕
組
み
づ
く
り
な
ど

の
検
討
を
進
め
て
ほ
し
い
。

・
伝
統
文
化
継
承
の
た
め
、
動
画
等
で
記
録

を
残
す
な
ど
策
を
講
じ
て
は
ど
う
か
。

　
11
月
16
日
、
第
42
回
東
京
と
足
寄
を
結
ぶ
・
ふ
る
里
会
（
湯
浅
徳
弥
会
長
）
が
東
京
都
新
宿
区
の

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
本
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
な
ど
57
人
が
参
加
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

　
参
加
者
は
懐
か
し
い
旧
友
や
先
輩
、
後
輩
と
故
郷
の
思
い
出
や
近
況
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

湯浅会長湯浅会長
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町
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

紹
介
し
ま
す

　
仕
事
や
子
育
て
が
一
区
切
り
し
、
時
間
に

余
裕
が
で
き
た
と
き
、
皆
さ
ん
は
何
を
始
め

ま
す
か
？

　
町
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
場
が
あ
り
、

そ
の
一
つ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
あ
り
ま

す
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
「
奉
仕
活
動
」

や
「
善
い
行
い
」
と
思
っ
て
い
る
方
が
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
語
源
に
は
「
自
分
か
ら
進
ん
で
～
す
る
」

「
喜
ん
で
～
す
る
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま

す
。
自
発
的
に
楽
し
む
こ
と
こ
そ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
特
徴
と
言
え
ま
す
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
メ
リ
ッ
ト

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
新
し
い
友

人
・
知
人
が
で
き
、
人
間
関
係
の
輪
が
広
が

り
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
知
り
合
っ
た
人

と
親
し
く
な
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
内
外
で
交

流
す
る
こ
と
に
よ
り
充
実
し
た
プ
ラ
イ
ベ
―

ト
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
友
人
と
の

交
流
は
脳
を
刺
激
し
活
性
化
さ
せ
る
の
で
、

認
知
症
予
防
な
ど
心
身
の
健
康
に
も
よ
い
影

響
が
あ
り
ま
す
。

　
外
に
出
て
活
動
す
る
と
気
分
転
換
に
も
つ

な
が
り
、
運
動
不
足
の
解
消
、
人
と
の
つ
な

が
り
が
心
の
健
康
や
幸
せ
を
保
つ
こ
と
を
助

け
て
く
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
、
困
っ
て
い

る
人
を
支
援
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
直
接

感
謝
の
言
葉
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
誰
か
を
幸
せ
に
す
る
こ
と
は
、
自
分
自
身

の
幸
福
度
を
上
げ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
、

お
金
以
外
に
感
謝
の
言
葉
と
幸
福
感
も
得
ら

れ
ま
す
。

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
紹
介

・
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
町
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
た
介

護
予
防
、
地
域
支
え
合
い
活
動
を
目
的
と
し

た
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
町
内
在
住
の
40
歳
以
上
の
方
で
、

要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方

で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
登
録
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
活
動
内
容
は
、
傾

聴
・
話
し
相
手
、
趣

味
活
動
の
相
手
、
芸

能
披
露
、
草
取
り
・

窓
ふ
き
等
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
活
動
時
間
に

応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
が

付
き
、
１
年
間
で
た
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
最

大
５
千
円
ま
で
換
金
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
車
い
す
や
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
を
使
用
す
る

な
ど
既
存
の
交
通
手
段
を
利
用
す
る
こ
と
が

困
難
な
方
に
対
し
、
外
出
支
援
を
行
い
ま
す
。

福
祉
車
両
の
乗
降
介
助
や
目
的
地
間
の
送
迎

を
す
る
活
動
で
す
。
活
動
条
件
に
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ご
自
身

の
空
い
て
い
る
時
間

に
活
動
が
可
能
で
す
。

費
用
弁
償
：
１
回
の

乗
降
介
助
で
５
０
０

円
程
度
（
目
的
地
に

よ
っ
て
金
額
は
変
動

し
ま
す
）

・
付
き
添
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
で
付
添
い
の
方
が
い

な
い
利
用
者
に
対
し
て
、
見
守
り
や
病
院
内

の
移
動
を
お
手
伝
い
す
る
活
動
で
す
。
活
動

条
件
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ご
自
身
の
空
い
て
い

る
時
間
に
活
動
が
可

能
で
す
。

費
用
弁
償
：
１
時
間

当
た
り
３
０
０
円

・
お
も
ち
ゃ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ド
ク
タ
ー

　
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
点
検
・
修
理
し
、
新

し
い
命
を
吹
き
込
む
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
を
守
り
、
物
を
大
切
に
す
る
心
を
育

て
る
活
動
で
す
。

　
町
お
も
ち
ゃ
病
院
は
令
和
５
年
９
月
に
開

院
し
１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
現
在
３
人
の
ド

ク
タ
ー
が
活
躍
し
、
こ
れ
ま
で
に
計
28
個
の

お
も
ち
ゃ
の
点
検
・
修
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
先
輩
ド
ク
タ
ー
と
一

緒
に
点
検
・
修
理
を
し

ま
す
の
で
、
初
め
て
の

方
も
安
心
し
て
参
加
で

き
ま
す
。
活
動
は
月
１

回
程
度
で
す
。

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
担
い
手
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
ご
自

身
の
空
い
て
い
る
時
間
に
で
き
る
こ
と
を
で

き
る
範
囲
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
活
動
が
不
安
な
方
で
も
事
前
に
研

修
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

活
動
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳　
細

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
南
６

－

２
）

�

☎
28

－

０
７
２
２

　
平
日
：
午
前
８
時
35
分
～
午
後
５
時
５
分

　
役
場
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
担
当

�

☎
28

－

３
８
５
４

髙安ユミ子髙安ユミ子
消費生活相談員消費生活相談員

詳　
細

　
消
費
生
活
相
談
所　
　
☎
28

－

０
５
８
５

　
　
（
南
６

－

２　
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
　
平
日
：
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

　
役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

�

☎
28

－

３
８
５
８

【
相
談
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

　
私
た
ち
の
暮
ら
し
は
10
年
前
に
比
べ
て
急

速
に
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
例
え
ば
通
信
販
売
で
は
、
新
聞
の
折
り
込

み
や
カ
タ
ロ
グ
か
ら
欲
し
い
も
の
を
見
つ
け
て
、

ハ
ガ
キ
や
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
注
文
す
る
こ
と

が
主
流
だ
っ
た
も
の
が
、
現
在
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
商
品
名
を
検
索
し
た
り
、
テ
レ
ビ

画
面
に
表
示
さ
れ
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ホ

で
読
み
取
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
簡
単
に
事

業
者
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
注
文
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
を
使
用
す
る

こ
と
で
、
24
時
間
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
注

文
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
デ
ジ

タ
ル
化
で
便
利
に
な
る
一
方
、
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ホ
を
悪
用
し
た
詐
欺
の
被
害
が
増
え
て

い
ま
す
。

　
今
回
は
代
表
的
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
詐
欺

の
一
つ
で
あ
る
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
の
事
例

を
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ
：
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
と
は
ど
ん
な
詐
欺

で
す
か
？

Ａ
：
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
、
宅
配
業
者
、

通
販
サ
イ
ト
な
ど
の
実
在
す
る
組
織
を
か

た
る
メ
ー
ル
や
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
Ｓ

◎
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト

日
頃
か
ら
対
策
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
！

・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
や
携
帯
電
話
会
社

の
対
策
サ
ー
ビ
ス
等
を
活
用
す
る
。

※
常
に
最
新
版
に
更
新
し
ま
し
ょ
う
！

・
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
を
使
い
回
さ
な
い
。

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
キ
ャ
リ
ア
決
済
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の
利
用
明

細
は
こ
ま
め
に
確
認
す
る
。
併
せ
て
、
利

用
限
度
額
を
確
認
し
必
要
最
低
限
の
金
額

に
設
定
す
る
。

Ｍ
Ｓ
）
を
送
信
し
、
リ
ン
ク
に
ア
ク
セ
ス

さ
せ
て
偽
の
サ
イ
ト
に
誘
導
す
る
こ
と
で
、

パ
ス
ワ
ー
ド
や
Ｉ

Ｄ
、
暗
証
番
号
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
番
号
な
ど
の
個

人
情
報
を
盗
み
出

す
詐
欺
の
こ
と
で

す
。

Ｑ
：
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
に
遭
わ
な
い
た
め

に
は
？

Ａ
：
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
は
、
メ
ー
ル
や
Ｓ

Ｍ
Ｓ
か
ら
始
ま
る
こ
と
が
多
く
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
関
係
な
く
、
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ホ
を
使
う
全
て
の
人
が
被
害
者

に
な
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
自
分
に
関

係
な
い
と
考
え
ず
、
あ
ら
ゆ
る
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
の
事
例
や
詐
欺
的
商
法
の
手
口
を

知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、

日
本
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
協
会
、
フ
ィ
ッ
シ
ン

グ
対
策
協
議
会
な
ど
か

ら
注
意
喚
起
が
さ
れ
て

い
る
の
で
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　
日
頃
か
ら
利
用
し
て
い
る
事
業
者
や
公
的

機
関
な
ど
か
ら
の
メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｍ
Ｓ
を
見
る

と
き
で
も
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
を
疑
い
、

記
載
の
リ
ン
ク
に
は
安
易
に
ア
ク
セ
ス
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
日
頃
か
ら
事
業
者
等
の
公
式
サ
イ
ト
の
お

知
ら
せ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
詐
欺
に
関
す
る

情
報
が
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
メ
ー
ル
や
リ
ン
ク
先
の
サ
イ
ト
に
不
審
な

点
が
な
く
て
も
、
安
易
に
個
人
情
報
や
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
を
入
力
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〈
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
の
手
口
〉

・
宅
配
業
者
を
か
た
っ
た
メ
ー
ル
を
信
用
し

て
リ
ン
ク
先
に
ア
ク
セ
ス
し
、
個
人
情
報

を
入
力
し
て
し
ま
っ
た
。

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
を
か
た
る
メ
ー

ル
を
信
用
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号

を
返
信
し
て
し
ま
っ
た
。

・
銀
行
を
か
た
る
Ｓ
Ｍ
Ｓ

を
信
用
し
、
口
座
番
号

や
暗
証
番
号
を
返
信
し

て
し
ま
っ
た
。

日本クレジットカード
協会

フィッシング対策
協議会

〈
参
考
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
〉

無
料
法
律
相
談
の
開
催
に
つ
い
て

　
釧
路
弁
護
士
会
が
法
律
問
題
に
お
困
り
の

方
の
た
め
に
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
を
次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。
幅
広
い
内
容

の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時
：
２
月
４
日
㈫　
午
後
１
時
～
４
時

場
所
：
消
費
生
活
相
談
所
（
南
６

－

２
）

申
し
込
み
先
：
釧
路
弁
護
士
会
帯
広
会
館

�

☎
０
１
５
５

－

66

－

４
８
７
７

ミ
セ
ス 

ユ
ミ
子
の 

消
費
生
活
Ｑ
＆
Ａ

「知
っ
て
お
き
た
い
！
自
分
が
被
害
者
に
な
る
前
に

～
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
に
気
を
付
け
よ
う
～
」
の
巻

第
146
回
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こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
年
末
年
始
に
向
け

た
大
掃
除
や
引
っ
越
し
の
時
期
に
入
る
た
め
、

普
段
は
な
か
な
か
出
な
い
よ
う
な
ご
み
が
多

く
出
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
冬
季
に
問
い
合
わ
せ
の
多
い
ご

み
の
捨
て
方
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

粗
大
ご
み
の
捨
て
方

　
粗
大
ご
み
は
「
予
約
」
ま
た
は
「
持
ち
込

み
」
す
る
こ
と
に
よ
り
、
捨
て
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

・
予
約
の
場
合

予
約
先
：
有
限
会
社
ダ
イ
コ
ウ
商
産

�

☎
25

－

２
３
９
０

ご
み
の
出
し
方
：
予
約
後
、
指
定
さ
れ
た
日

に
ご
み
処
理
券
を
貼
っ
て
、
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
持
ち
込
み
の
場
合

場
所
：
銀
河
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
中
足
寄

１
２
６
）

受
付
時
間
：
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30

分
（
正
午
～
午
後
１
時
ま
で
受
付
休
止
）

ご
み
の
出
し
方
：
ご
み
処
理
券
を
貼
っ
た
粗

大
ご
み
を
、
直
接
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

※
ご
み
処
理
券
は
忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫

（
冷
凍
庫
）
、
洗
濯
機

（
衣

類
乾
燥
機
）
、
エ
ア
コ
ン
の
捨
て
方

　
こ
れ
ら
は
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
き

処
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
町
で
引

き
取
り
で
き
ま
せ
ん
。
指
定
引
き
取
り
場
所

へ
持
ち
込
む
か
、
引
き
取
り
可
能
な
事
業
者

を
通
じ
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

※
町
内
で
取
り
引
き
可
能
な
事
業
者
等
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

小
型
充
電
式
電
池
の
捨
て
方

　
充
電
式
電
池
の
う
ち
次
の
マ
ー
ク
が
付
い

て
い
る
も
の
は
、
有
害
ご
み
と
し
て
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
マ
ー
ク
の
付
い
て
い
な
い
も
の
は
、
町
で

回
収
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
製
造
業
者
に
直

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
充
電
式
の
製
品
で
電
池
の
取
り
外

し
が
困
難
な
も
の
は
、
透
明
な
袋
に
入
れ
、

袋
に
「
電
池
付
き
」
と
記
載
し
、
金
属
類
（
資

大
掃
除

・
引
っ
越
し
に
向
け
て

知
っ
て
お
き
た
い
ご
み
の
捨
て
方

源
ご
み
）
の
回
収
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細　
役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

�

☎
28

－

３
８
５
８ リチウムイオン電池

ニッケル水素電池

ニカド電池

合
素
材
で
で
き
て
い
る
た
め
、
リ
サ
イ
ク

ル
が
難
し
く
、
手
放
し
た
衣
服
が
リ
ユ
ー

ス
や
リ
サ
イ
ク
ル
と
し
て
再
流
通
す
る
割

合
は
約
３
割
程
度
。
そ
の
他
は
一
部
資
源

化
さ
れ
ま
す
が
、
７
割
近
く
は
焼
却
処
分

さ
れ
、
環
境
に
負
荷
を
掛
け
て
い
ま
す
。

　

衣
服
が
安
く
買
え
る
大
き
な
要
因
が
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
の
大
量
生
産
・
大
量

消
費
・
大
量
廃
棄
の
「
一
方
通
行
型
」
構

造
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
適
量
生
産
・
適
量

購
入
・
循
環
利
用
の
「
循
環
型
」
に
変
え

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
お
気
に
入
り
の
１
着
を
長
く
着
こ
な
す

の
が
最
も
オ
シ
ャ
レ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
も
タ
ン
ス
の
整
理
を
す
る
際
に
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

・
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン（
環
境
省
）

詳　
細

役
場
経
済
課
商
工
観
光
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
担
当

�

☎
28

－

３
８
６
３

衣
服
の
お
下
が
り
を
着
こ
な
す
の
は
流
行
の
最
先
端
⁉

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
を
目
指
し
て　

第
32
回

　
最
近
は
、
流
行
の
衣
服
が
安
く
買
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
裏

側
で
衣
服
が
環
境
に
与
え
る
悪
影
響
が
世

界
的
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
総
務
省
の
家
計
調
査
に
よ
る
と
、
１
人

当
た
り
の
衣
服
購
入
枚
数
は
平
均
で
年
間

18
枚
。
手
放
す
服
は
15
枚
。
１
年
間
に
一

度
も
着
用
さ
れ
な
い
服
は
35
枚
も
あ
る
そ

う
で
す
。
衣
服
市
場
の
購
買
量
は
横
ば
い

傾
向
が
続
い
て
い
る
一
方
で
、
市
場
へ
の

供
給
量
は
増
え
続
け
て
い
る
結
果
、
一
度

も
着
ら
れ
ず
に
廃
棄
さ
れ
る
量
も
増
え
て

い
ま
す
。

　
衣
服
を
作
る
に
は
、
原
料
の
調
達
に
始

ま
り
、
紡
績
や
染
色
、
裁
断
、
縫
製
と
い

っ
た
工
程
が
一
般
的
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ

な
素
材
を
混
合
さ
せ
、
世
界
規
模
で
の
分

業
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
非
常
に

複
雑
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン（
供
給
連
鎖
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
販
売
さ
れ
て

い
る
衣
服
の
98
％
が
輸
入
品
で
、
輸
送
も

含
め
、
衣
服
の
製
造
段
階
ま
で
に
排
出
さ

れ
る
環
境
負
荷
は
、
服
１
着
当
た
り
、
Ｃ

Ｏ
２
を
25
・
５
㎏
排
出
し
、
水
を
２・
３

ｔ
消
費
し
て
い
ま
す
。
衣
服
は
さ
ま
ざ
ま

な
繊
維
や
金
属
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
複

詳　
細　
足
寄
高
等
学
校
☎
25

－

２
２
６
９

�

―
足
寄
高
等
学
校
―

未
来
に
輝
け
！

《
見
学
旅
行
》

　
11
月
12
日
か
ら
３
泊
４
日
の
日
程
で
２
年

生
の
見
学
旅
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
京
都
と
大
阪
の
二
つ
の
大
き
な

都
市
を
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
京
都
で

は
金
閣
寺
や
清
水
寺
な
ど
美
し
く
古
い
歴
史

が
あ
る
歴
史
的
建
造
物
を
見
学
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
生
徒
は
、
北
海
道
と
違
っ
た

風
景
に
目
を
輝
か
せ
る
一
面
も
見
ら
れ
、
北

海
道
か
ら
関
西
地
方
に
来
た
こ
と
を
、
肌
で

感
じ
て
い
る
様
子
で
し
た
。
京
都
の
自
主
研

修
で
は
、
事
前
に
準
備
し
た
研
修
計
画
に
沿

っ
て
、
嵐
山
や
伏
見
稲
荷
大
社
等
の
名
所
を

巡
り
、
京
都
の
文
化
や
歴
史
を
学
び
、
貴
重

な
機
会
と
経
験
を
得
て
き
ま
し
た
。

　
大
阪
で
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・

ジ
ャ
パ
ン
（
Ｕ
Ｓ
Ｊ
）
で
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
存
分
に
満
喫
し
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
、
よ
い
思
い
出
と
な
り
ま

し
た
。
最
終
日
は
薬
師
寺
の
僧
侶
の
法
話
を

聞
き
、
物
事
の
視
野
を
大
い
に
広
げ
る
こ
と

で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
３
泊
４
日
の
見
学

旅
行
は
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
無
事
に
終

了
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
本
を
代
表
す
る
二
つ
の
都
市
の
文

化
に
触
れ
、
普
段
の
学
校
生
活
で
は
得
ら
れ

な
い
貴
重
な
機
会
と
経
験
を
、
今
後
の
高
校

生
活
に
生
か
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
足
寄
の
山
を
覆
う
サ
サ
は
、
ほ
と
ん
ど
が

ミ
ヤ
コ
ザ
サ
と
い
う
種
類
で
す
。
こ
の
ミ
ヤ

コ
ザ
サ
の
地
上
部
は
枝
分
か
れ
を
し
て
い
ま

せ
ん
。
足
寄
に
は
他
に
ス
ズ
タ
ケ
、
ク
マ
イ

ザ
サ
な
ど
の
サ
サ
も
生
え
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
ら
は
地
上
部
で
多
く
枝
分
か
れ
を
し
ま
す

（
ち
な
み
に
春
先
タ
ケ
ノ
コ
採
り
で
人
気
の

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

詳　
細　
九
州
大
学
北
海
道
演
習
林

�

（
井
上
幸
子
・
市
橋
隆
自
）

�

☎
25

－

２
６
０
８

「
ネ
マ
ガ
リ
ダ
ケ
（
チ
シ
マ
ザ

サ
）」
も
こ
の
タ
イ
プ
）。
枝
分

か
れ
す
る
サ
サ
の
場
合
、
翌
年

の
枝
葉
を
伸
ば
す
も
と
と
な
る

芽
は
枝
の
付
け
根
に
あ
り
、
地

上
部
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
る
と
再
生
が
難
し
く
な
り
ま

す
。
そ
の
点
ミ
ヤ
コ
ザ
サ
は
芽

が
土
の
中
に
あ
る
た
め
、
地
上

部
を
刈
り
取
ら
れ
た
り
動
物
に

食
べ
ら
れ
た
り
し
て
も
、
あ
ま

り
影
響
な
く
翌
年
新
し
い
枝
葉

を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
か

つ
て
演
習
林
が
陸
軍
省
軍
馬
補

充
部
用
地
だ
っ
た
時
代
に
は
、

放
牧
し
て
い
た
軍
馬
に
ミ
ヤ
コ

ザ
サ
を
食
べ
さ
せ
て
い
た
よ
う

で
す
。

　
北
海
道
演
習
林
は
軍
馬
補
充

部
か
ら
所
管
替
え
を
受
け
75
年

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

足
寄
の
自
然
と
と
も
に
歩
ん
で

ササササ
55
Vol.

ヤマナラシ群落と一面のミヤコザサ（下枠内：左 - ミヤコザサ・右 -スズタケ）
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●
家
読
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　
家
読
と
は
「
家
族
読
書
」
の
略
語
で
す
。

本
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
、

家
族
み
ん
な
で
同
じ
本
を
読
み
、
読
ん
だ
本

の
感
想
を
話
し
合
う
も
の
で
す
。図
書
館
で
は
、

「
家
読
ノ
ー
ト
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、

家
読
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

★
家
読
お
す
す
め
本

「
お
か
あ
ち
ゃ
ん
が
つ
く
っ
た
る
」

�

長
谷
川　
義
史

「
あ
か
ち
ゃ
ん
社
長
が
や
っ
て
き
た
」

�

マ
ー
ラ
・
フ
レ
イ
ジ
ー

●
今
月
の
展
示

「
冬
の
あ
っ
た
か
特
集
」

「
笑
う
門
に
は
福
き
た
る
」

「
節
分
」

「
冬
を
た
の
し
も
う
！
」

●
一
般
書

「
ロ
ス
ト
７
」�

真
山　
仁

「
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
」�

村
山　
由
佳

「
夜
と
跳
ぶ
」�

額
賀　
澪

「
秘
仏
の
扉
」�

永
井　
紗
耶
子

「
近
く
も
遠
く
も
ゆ
る
り
旅
」

�

益
田　
ミ
リ

「
老
い
方
が
わ
か
ら
な
い
」

�

門
賀　
美
央
子

●
児
童
書

「
ワ
ス
レ
ッ
ポ
お
じ
さ
ん
の
き
ま
ま
な
さ
ん

ぽ
」�

石
津
ち
ひ
ろ

「
お
や
つ
ど
ろ
ぼ
う
」�

阿
部　
結

「
魔
女
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
わ
た
し
」

�
エ
ル
・
マ
ク
ニ
コ
ル

「
ア
イ
ヌ
民
族
33
の
ニ
ュ
ー
ス
」

�

北
原　
モ
コ
ッ
ト
ゥ
ナ
シ

「
リ
コ
ー
ダ
ー
が
う
ま
く
な
る
」

�

富
永　
和
音

こ
の
他
に
も
新
刊
図
書
が
あ
り
ま
す
。

今
月
の
お
す
す
め

新　

着　

図　

書

　
詳
し
い
情
報
は
、
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
足
寄
町
図
書
館
ル
イ
カ
コ
ー
ナ
ー
や

毎
月
第
４
金
曜
日
発
行
「
ル
イ
カ
つ
う
し
ん
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新
年
の
祝
い
方

ト
ー
マ
ス
・
ク
リ
ス
テ
ィ

　
カ
ナ
ダ
と
日
本
で
は
、
新
年
の
祝
い
方

に
多
く
の
違
い
が
あ
り
ま
す
。
カ
ナ
ダ
は

キ
リ
ス
ト
教
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
が
根
付

い
て
い
る
国
で
あ
る
た
め
、
カ
ナ
ダ
特
有

の
新
年
の
祝
い
方
に
関
す
る
文
化
や
伝
統

を
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
新
年
の
抱
負
を
立
て
る
こ
と

で
す
。
カ
ナ
ダ
で
は
新
年
の
抱
負
と
し
て

「
体
重
を
減
ら
す
こ
と
」
を
目
標
に
掲
げ

る
人
が
多
く
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
１
月

　
そ
れ
か
ら
、
日
本
人
に
と
っ
て
は
あ
ま

り
な
じ
み
が
あ
り
ま
せ
ん
が
「
新
年
の
キ

ス
」
と
い
う
文
化
が
あ
り
ま
す
。
新
年
の

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
終
わ
っ
た
後
、
誰
か

と
キ
ス
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

伝
統
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
頬
に
チ
ュ
ッ
！

の
よ
う
な
軽
い
も
の
か
ら
、
キ
ス
の
機
会

を
待
っ
て
愛
の
告
白
に
発
展
す
る
真
剣
な

も
の
ま
で
さ
ま
ざ
ま
あ
り
ま
す
。

　
私
は
日
本
の
新
年
の
祝
い
方
が
好
き
で
、

特
に
初
詣
が
大
好
き
で
す
。
初
詣
で
そ
の

年
の
平
安
や
無
病
息
災
を
祈
願
す
る
こ
と
は
、

と
て
も
神
聖
で
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
も
町
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
で
楽
し

い
１
年
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
！

に
な
る
と
ジ
ム
に
加
入
す
る
人

が
増
え
、
ジ
ム
は
と
て
も
混
雑

し
ま
す
。
し
か
し
、
多
く
の
人

は
そ
の
目
標
を
最
後
ま
で
継
続

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
翌
月
に

は
大
半
の
人
が
ジ
ム
を
退
会
し

て
し
ま
い
ま
す
。

　
ま
た
、
カ
ナ
ダ
で
は
ほ
と
ん

ど
の
人
が
友
人
た
ち
と
バ
ー
や

ク
ラ
ブ
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
パ
ー

テ
ィ
ー
な
ど
に
参
加
し
て
新
年

を
迎
え
ま
す
。
多
く
の
人
は
、

新
年
は
友
人
た
ち
と
の
会
食
を

楽
し
む
機
会
と
捉
え
て
い
ま
す
。

今年もよろしくお願いします今年もよろしくお願いします

足寄町図書館「ルイカ」　
開　館　午前10時～午後６時
休　館　月曜・年末年始
　　　　特別図書整理期間
☎２５－３１８９
ＨＰ　https://www.town.ashoro.
hokkaido.jp/kyoiku-iinkai/toshokan/

図書館情報

ルイカからの
お知らせ

多
く
の
国
民
の
皆
さ
ん
の
正
し
い
理
解
と
協

力
が
不
可
欠
で
す
。

　
２
月
７
日
を
一
つ
の
機
会
と
し
て
、
こ
の

問
題
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

詳
細　
千
島
連
盟
十
勝
支
部

☎
０
８
０

－

１
８
８
６

－

９
６
２
２

善
意
の
ご
寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
高
齢
者
福

祉
部
会
（
雪
田
正
子
部
会
長
）
か
ら
町
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
ゆ
み
の
園
に

ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
（
２
０
０
枚
入
り
×
48
パ

ッ
ク
）
２
箱　

☎…電話番号
Ⓕ…ファクス
Ⓗ…ホームページ
Ⓜ…メールアドレス

お
知
ら
せ

と
か
ち
広
域
消
防
事
務
組
合
の
競
争
入
札
参

加
資
格
に
つ
い
て

　
令
和
７
・
８
年
度
の
と
か
ち
広
域
消
防
事

務
組
合
が
発
注
す
る
工
事
や
物
品
の
売
買
、

委
託
業
務
な
ど
の
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る

事
業
者
は
、
と
か
ち
広
域
消
防
事
務
組
合
の

競
争
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

詳
細　
と
か
ち
広
域
消
防
局
総
務
課

☎
０
１
５
５

－

26

－

０
１
１
９

２
月
７
日
は
「
北
方
領
土
の
日
」
で
す

　
１
８
５
５
年
２
月
７
日
、
日
本
と
ロ
シ
ア

と
の
間
で
「
日
露
通
好
条
約
」
が
調
印
さ
れ
、

択
捉
島
と
ウ
ル
ッ
プ
島
の
間
に
国
境
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
も
、
択
捉
島
、
国

後
島
、
色
丹
島
お
よ
び
歯
舞
群
島
か
ら
な
る

北
方
四
島
は
、
一
度
も
他
国
の
領
土
と
な
っ

た
こ
と
が
な
い
、
日
本
国
有
の
領
土
で
す
。

　
北
方
領
土
問
題
の
解
決
の
た
め
に
は
、
政

府
間
の
努
力
に
加
え
、
こ
の
問
題
に
対
す
る

町
職
員
人
事

　今年で11回目を迎える豆まかナイトでは、総
重量約２.５ｔを超える豆を使っての“リアル
豆まき”をメインイベントに“豆まかカラオケ
バトル”や“豆浴び”など、盛りだくさんの内
容を用意してお待ちしています。豪華景品も当
たる“豆まき抽選会”も開催しますので、ぜひ
ご参加ください。
日 時　１月25日㈯　正午～午後６時
場 所　本別町体育館（本別町北２丁目）
入場料　無料

第11回ほんべつ豆まかナイト

とかち広域消防
事務組合

ご
寄
附
・
ご
寄
贈

新
規
採
用
職
員
を
紹
介
し
ま
す

　
ご
縁
が
あ
り
、
足
寄
町
に
勤
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
町
の
医
療
に
貢
献
す
る
と
と

も
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
温
か
い
看
護
を
提

供
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

畠
はたけやま

山　紗
さ き

輝
国民健康保険病院

看護師
年　齢　29歳
出身地　千歳市
趣　味　旅行

詳細　本別町商工会　☎２２－２５２９

銀河の森天文台からのお知らせ
「火星観望会」

　約２年２カ月ぶりに火星が地球に接近します。
最も接近するのは１月12日で、９，６０８万㎞
の距離まで近づきます。
　火星の赤く輝く様子や地表の模様が見えるか
どうか、国内最大級のりくり望遠鏡で眺めてみ
ませんか。
　皆さんのご来館をお待ちしています。
開催日　１月８日㈬～19日㈰
※１月13日㈪、14日㈫は休館日です。
場　所　銀河の森天文台
説明会　午後７時30分から（土・日曜日のみ）
参加方法　予約・申し込み不要（入館料のみ）
入館料　大人：３００円（午後１時～５時）
　　　　　　　５００円（午後５時～９時30分）
　　　　小人：２００円（午後１時～５時）
　　　　　　　３００円（午後５時～９時30分）

詳細　銀河の森天文台　☎２７－８１００

から町別陸 から町別本
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今月の表紙

　12月６日㈮に行われた「螺湾保育所での餅
つき」のスナップです。
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　（令和５年１月28日生まれ）

　乗り物が大好きな旭。お兄ちゃんと
追い駆けっこしているときが、１番楽
しそうでかわいい笑顔だね。
　これからも兄弟仲良く元気にすくす
く育っていってね！
� 大介・綾子さ

んの子

旭旭
輝輝

あきらあきら

うちの人気者
投稿フォーム
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☆新年、あけましておめでとうござ
います。昨年は、皆さんのご協力
のおかげで楽しく取材を行うこと
ができました。
☆その年の世相を漢字１文字で表す
「今年の漢字」に、昨年は「金」
が選ばれました。パリオリンピッ
クやパラリンピックに出場したア
スリートが数多くの金メダルを獲
得したほか、大谷翔平選手が３回
目のＭＶＰを獲得するなど値千「金」
の活躍だったことなどが理由にあ
げられます。
☆本年もよりよい「広報あしょろ」
を皆さんにお届けできるよう励ん
でいきたいと思います。

掲載を希望される方は、役場総務課総務室・広報広聴担当まで

　「うちの人気者」では小学校入学前のお子さん
を毎月２～３人掲載しています。
　兄弟・姉妹で一緒に写っている写真もお待ちし
ています！過去に掲載したお子さんも、掲載後１
年経過していれば掲載できます！
　掲載を希望される方は、町ホームページ投稿フ
ォームからお申し込みください！
　お問い合わせは役場総務課広報広聴担当まで。
☎２８－３８５０


